
（別紙３）

～ 2024年　12月　15日

（対象者数） 11 （回答者数） 7

～ 2024年　12月　15日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

よりメンバーさん、保護者様の状況などを確認、共有させて
いただき、事業所としてどんなことができるのかを突き詰め
ていく。

2

保育園の行事などについて事前にわかっているものについて
はスケジュールを共有いただき、保護者様のご不安等も伺っ
たうえで個別活動内容を決定していく。

3

メンバーさんの興味に合わせて遊具を用意していく。また、
夏には大型プールなども設置し、広場を十分に活用し、リフ
レッシュする環境も強化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

まずは地域の母子通園施設や他法人の児童発達支援事業所と
一緒に活動をするような企画を協議会を通じて行えないか検
討、交渉をしていく。

2

自立支援協議会を活用してペアレントトレーニング実践のた
めの研修に参加していく。

3

少人数の受け入れをしており、手厚くメンバーさんの成⾧・発
達を見守り、メンバーさん、保護者さんに寄り添った支援を提
供している。

スタッフ１人に対し、メンバーさんを多くても２人以内の割合
で配置している。お迎えに来られた際に、当日の活動状況やね
らい、現状の課題と支援方法を都度共有している。また、メン
バーさんの状況に応じて臨機応変に活動内容を調整している。

保育園での行事などについても保護者様より共有いただき、保
育園内でメンバーさんがうまく過ごすことができるように個別
化した活動を実施している。

保育園での困りごとを伺い、それに応じた練習内容を考え、事
業所の個別活動内容に反映させている。

敷地内に大きな「かぜっこ広場」があり、公園などに出かけな
くとも十分に体を動かすことができる環境が整っている。

感覚遊具であるスイングやトランポリン、砂場、滑り台、トン
ネル、ボールやフリスビーといった遊具についても自由に使用
できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の保育園や認定こども園との直接的な交流はできていな
い。

保育園の先生方に児童発達支援を見に来ていただいたりするこ
とはあるが、園児と直接交流するような企画を考えれていな
い。

「ペアレントトレーニング」等や家族が参加できる研修の場の
提供及び情報提供が十分ではない。

個別に支援や子育てに対するアドバイスは児童発達支援管理責
任者もしくは保育士が中心となって行っているが、全体的な研
修としては行えていない。
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